
PostmanによるDATA SENDAI 
PLATFORMの使い方 
DATA SENDAI PLATFORMの概要 
DATA SENDAIプラットフォームは、産官学がデータとアイデアを持ち寄り、掛け合わせることで、ス
マートシティの実現および市民サービスの向上を目指すしくみです。 

このしくみの中で、現在活用されているデータだけでなく、眠れるデータも有効活用し、新たなつなが

り・新たなアイデア・新たなサービスが生まれるよう、様々なプロジェクトを実施してまいります。 

事前準備 

会員登録申請 

DATA SENDAIプラットフォームでは、地域課題解決や市民のQOL向上を目指し、ともにデータの利
活用促進に取り組んでくださる企業や団体の皆様を幅広く募集しています。 会員登録をご希望の方
は、会員規約をご確認いただき、会員登録フォームより必要事項を記入の上申請してください。 

https://data-sendai-platform.jp/registration.html 

利用登録申請 

なお、一部のデータを除きデータ利用の事前申請も必要ですので、そちらも実施してください。 ​
上記の会員登録後、以下の「データ利用申請フォーム」に必要事項を入力し、提出してください。 

https://logoform.jp/form/3PrJ/989797 

Postmanの設定 
Postmanは、API（アプリ同士をつなぐ仕組み）を開発したり、テストしたり、管理したりするための
ツールです。 
 
簡単に言うと、以下のようなことができます。 

●​ APIのテスト: アプリがきちんと動くか、簡単に確認できます。 
●​ APIの作成: アプリの設計や作り方を助けてくれます。 
●​ チームでの共同作業: みんなでAPI開発を進めるのに便利です。 

プログラムの知識があまりなくても使えるので、APIを扱う人にとってとても役立つツールです。 

https://data-sendai-platform.jp/registration.html
https://logoform.jp/form/3PrJ/989797


Postmanへのアカウント登録 
Postmanのアカウント登録は以下の流れで簡単に行えます。 

1.​ 公式サイトにアクセス：Postmanのウェブサイトにアクセスします。

 
2.​ 新規登録を選択：画面上にある「Sign Up for Free」をクリックします。 

https://www.postman.com/


3.​ 情報を入力：メールアドレス、ユーザー名、パスワードなどの必要事項を入力し、「Create 
free account」をクリックします。Googleアカウントを使って登録することも可能です。

 



4.​ 追加情報の登録：名前や職種などの情報を入力します。

 



5.​ 料金プランの選択：Continue with Free Planを選択してください。

 



6.​ チームの設定：ここは何もせずにContinueで大丈夫です。

 



7.​ 最後：何をしたいのか聞かれていますが、適当に答えればよいです。ここでは「import 
collection」と入れましたが、Let’s goを教えて次に進んでください。

 



8.​ 完了：これでアカウント登録は完了です。

 



9.​ 日本語設定：以下の箇所で日本語に変更できます。

 

登録後は、ブラウザ版またはデスクトップ版アプリを利用できます。デスクトップ版アプリをインストー

ルしておくと、より簡単に利用できるのでおすすめです。 

コレクションのインポート 
1.​ ファイルの準備：インポートするためのコレクションファイルをダウンロードしておいてくださ
い。 



2.​ インポート：インポートで、先程のファイルを指定して読み込んでください。

 



3.​ 成功：インポートに成功すると、以下のようにWorkspaceにコレクションが追加されます。

 



4.​ 概要：コレクションの概要を開いてください。

 

Postmanの基本的な使い方 
画面構成や操作の仕方の基本だけを説明します。​
詳しくはPostmanのチュートリアルやヘルプなどを参照して、自分でより深めてみてください。 

コレクションとは 
Postmanのコレクションとは、テストしたAPIリクエストを保存・共有できる機能のことです。これにより、チー
ムでのAPI開発が効率的になります。 
 
Postmanのコレクションでは、主に以下のことができます。 

●​ リクエストの保存と整理: APIへのリクエストをグループ化して保存できます。これにより、関連するリ
クエストをまとめて管理しやすくなります。 

●​ 共有: 作成したコレクションをチームメンバーと共有できます。これにより、APIのテストや開発の連
携がスムーズになります。 

●​ テストの実行: コレクション内の複数のリクエストをまとめて実行し、APIの動作を一括でテストできま
す。 

●​ ドキュメントの作成: コレクションに含まれるリクエストに基づいて、APIのドキュメントを自動的に生
成できます。 



●​ 環境変数の管理: コレクション内で環境変数を設定し、異なる環境（開発、テスト、本番など）で同じ
リクエストを簡単に使い回すことができます。 

●​ テストスクリプトの追加: 各リクエストにテストスクリプトを追加して、レスポンスの検証や自動化され
たテストを実行できます。 

簡単に言うと、コレクションはAPIリクエストの「セット」のようなもので、APIのテストや開発を効率的に進める
ための便利な機能です。 
 
この説明では、DATA SENDAI PLATFORMで利用できるデータにアクセスするための、基本的なAPIリクエ
ストのセットを提供し、それを利用できるようにすることが目的となっています。 
 
以下の４つの機能について、簡単に説明します。 
認可、変数、実行 

アクセストークンの作成 
1.​ OAuth2.0のトークンを設定する必要があります。このトークンは、DATA SENDAI 

PLATFORMの利用者ごとに作成されるもので、手順については会員登録後に案内される「
FIWARE利用マニュアル」の「3. 利用者キー/秘密鍵の生成・アクセストークンの取得」を参照
して作成してください。

 



2.​ Consumer Keyと、Consumer Secretが必要になるので、この画面を別のタブで用意して、い
つでもコピー＆ペーストできるようにしておいてください。

 

コレクション変数の設定 
4.​ コレクションの変数ページを開いてください。あらかじめ、ORION_BASE_URLと

Fiware_Serviceは設定済みのはずです。もし設定されてないようでしたら、この通りに設定し



てくださ

 



5.​ CosumerKeyと、ConsumerSecretをWSO2 devportalの該当値で更新してください。※この
値は絶対に他人とは共有しないでください！！

 



6.​ 保存：CTRL+Sを押して、変更を保存してください。右下にChanges are saved automatically
と表示されることを確認してください。

 



認可の設定 
7.​ コレクションの認可ページを開いてください。

 
8.​ 下にスクロールすると、CosumerKeyとCosumerSecretが変数で正しく設定されているので、
この通り青く表示されているはずです。設定がうまくされていない場合、この変数値が空にな



るので赤く表示されます。

 



9.​ 新しいアクセストークンを取得、のボタンを押してアクセストークンを取得してください。

 



10.​正しく取得できるとこのような画面で、アクセストークンが表示されます。Use Tokenを押してく
ださい。

 
11.​トークンが追加されましたと表示され、上にスクロールすると現在のトークンに登録されてい
ることがわかります。このトークンは1時間程度で期限が切れますが、自動リフレッシュトーク
ンがONになっているので、今後はアクセスの度に必要なら自動でリフレッシュされます。 



 
12.​保存：CTRL+Sを押して、明示的に変更を保存してください。 



実行 
13.​エンティティの取得を実行してみましょう。仙台市内の避難所データを選択して、上の送信ボ
タンを押すとAPIリクエストが送信されます。

 



14.​レスポンスのところに結果が返ってきます。JSONは自動的に見やすい形に整形されます。
必要ならこの部分を大きくして、見やすいサイズに変更することもできます。

 
説明は以上になります。 

最後に 
Postmanを利用する上で注意すべき点を最後にいくつか、箇条書きにしておきます。 
 

●​ ConsumerKeyやConsumerSecretは絶対に他者と共有しないでください。 
●​ Postmanのコレクションを誰かと共有する場合など、特に気をつけてください。（変数の内容
は共有されませんが、注意深く確認するようにしてください） 

●​ 設定値の変更を行った場合は、明示的に保存することを忘れないでください。保存を押さず
に実行すると、変更が反映されていないので期待した結果にならなかったり、リクエストに失

敗したりします。 
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